
平成 28年度 鎌倉市基幹相談支援センター その他事業の実施状況について（中間報告） 

 

【市民等の理解の促進に関する事業】 

１．市民向け講演会の実施 

・講演会名 「障害者差別解消法市民講演会」 

― 知ろう！障害者差別解消法 育てよう！共に生きる社会 ― 

   ・講師    又村 あおい氏 

             全国手をつなぐ育成会連合会：政策センター委員 

             日本発達障害連盟：JLニュース編集長  

   ・開催日時  平成 28年 10月 5日（水）18時 30分～20時 15分 

   ・会場    鎌倉市福祉センター第１・２会議室 

   ・参加者   82名 （当事者及び家族、福祉事業所関係者、民生児童委員、一般市民 

企業関係者、行政職員等） 

   ・周知    鎌倉市広報及びホームページへの掲載、チラシの作成・配布 

   ・質問事項 

   ①障害のある方の特色は多様にあり、地域でも、どのように接したら良いか分から 

ないとの声を聞きます。 

全ての人が理解者となるのは難しいと思いますが、周りの人にも負担が多くならず、     

障害のある方が生活しやすく、他者と摩擦が発生しにくい関係を築くには、どうし  

たら良いのでしょうか。 

    ②どこからが差別になってしまうのか、 そのあたりの線引きが何か決まったものが 

あるのか 

     ③障害者差別解消法の基本的な内容と、合理的配慮の範囲について、具体例も含めて 

教えて下さい。 

   ・アンケート（一部抜粋） 44名回答 

    （講演内容の印象） 

〇大変有意義 30    〇有意義 12       〇まあまあだった 2  

    （今後の地域生活に活かせるか） 

      〇大いに活かせる 29  〇いくらか活かせる 14  〇ほとんど関係ない 1 

   ・その他  手話通訳・要約筆記の対応 

     

【相談支援者の育成に関する事業】 

１．相談支援専門員研修会 

・研修会名 「事例検討の意義と目的」 

   ・講師    冨岡 貴生氏 

          NPO法人かながわ障がいケアマネジメント従事者ネットワーク理事長 

社会福祉法人唐池学園 貴志園園長  
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   ・開催日時  平成 28年 7月 14日（木）16時 30分～18時 

   ・会場    鎌倉市福祉センター 福祉団体活動室 

   ・参加者   26名 （相談支援専門員、行政職員）  

・アンケート（一部抜粋） 11名回答 

（主な感想） 

〇他の事業所に支援依頼する際、再アセスメントをする際にも共通して役立つ内容だった。  

   〇記録やまとめ方の大切さに改めて気づかされ、今後の記録の取り方等に反映させていき 

たい。 

   〇事例検討の大事さを改めて感じた。 

   〇相談員が 1 人 2 人だと抱え込んでしまうことになるので検討の場があると他の相談員    

の方の意見を聴けるので勉強になる。 

    

２．事例検討会 

【9月開催】 

・検討会テーマ 「老障介護・環境の変化に対する支援体制について」 

・事例発表    小さき花の園 石田相談支援専門員 

   ・開催日時    平成 28年 9月 8日（木）16時 30分～18時 

   ・会場      鎌倉市福祉センター 福祉団体活動室 

   ・参加者     21名 （相談支援専門員、行政職員） グループワークを実施  

   

【10月開催】 

・検討会テーマ 「中途障害の方の夢を叶える支援」 

・事例発表    みどりの園鎌倉 久保田相談支援専門員 

   ・開催日時    平成 28年 10月 14日（金）16時 30分～18時 

   ・会場      鎌倉市福祉センター 第１・２会議室 

   ・参加者（予定） 24名 （相談支援専門員、行政職員） グループワークを実施  

 


